略語の抽出手法とその原形の推定支援手法に対する考察 by 宮崎 海斗
愛知県立大学情報科学部 令和 元 年度 卒業論文要旨
略語の抽出手法とその原形の推定支援手法に対する考察




















































































適合率 再現率 F 値
B-ABB 0.95 0.97 0.96
I-ABB 0.94 0.98 0.96
O 1.00 1.00 1.00
表 2 原語推定支援手法の評価実験結果
広原語候補集合 狭原語候補集合
平均要素数 [個] 20 6
原語が含まれる割合 [％] 90 81
4 まとめ
提案した略語抽出手法と原語推定支援手法は有用であり，名
詞中被使用頻度，mecab-ipadic-NEologdを用いることにより，
多くの略語の抽出，原語の推定支援が可能であることがわかる。
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